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 「自然エネルギーであそぼう」を川崎市子ども夢パークで開催 

 

2012年 11月 18日、好天に恵まれて 300人が参加。電気をつくったり、その電気でミニカーや電車を

動かしたり、太陽で料理したりして、いろんな自然エネルギーでできることを体験しました。そして

エネルギーのことをいっしょに考える機会になったと思います。 
協力：川崎市新エネルギー振興協会、サン・ネィチャー・クラブ、㈱トップウォーターシステムズ、ソーラ

ークッキング友の会横浜ジャパン、（社）ソーラーシステム振興協会、省エネグループ、太陽電音㈱、

ソニー㈱、環境紙芝居エコ座、NPO 法人川崎市民石けんプラントさぼん草、エナジーグリーン㈱、

ソーラーチーム、NPO法人ぐらす・かわさき、NPO法人川崎フューチャー・ネットワーク  

主催：かわさき市民おひさまプロジェクト、川崎市子ども夢パーク  

後援：川崎市、川崎市教育委員会、川崎市地球温暖化防止活動推進センター 

助成金：平成 24年度かわさき市民公益活動助成金 

子ども夢パークは、2003年 7月に川崎市が『子どもの権利に関する条例』をもとにつくった施設で、

2013 年に 10 周年を迎えます。おひさまプロジェクトは、子ども夢パークの関係者の方々とご一緒に

将来何らかの自然エネルギー施設を設置出来ないかと、検討を進めているところです。その最初の 

イベントをこの度開催しました。 

 

10月 13日（土）午前・晴天 

かわさきかえるプロジェクト

は、昨年に続き 2 回目の見学で

す。てんぷら油燃料で走るバス

で 25名が来訪。表示板の前でソ

ーラーシステムの説明を熱心に

聞き入っていました。 

 

10月 28日（日）午後・小雨 

茅ヶ崎自然エネルギーネット

ワークの「てんぷらバスで行

く！見学ツアー」で千葉ソーラ

ーシェアリング見学の後、40名

が来訪。選手練習オフの日で、

貯湯タンクも見学できました。 

 

10月 31日（水）午後・晴天 

麻生区クールアース推進委員会

の麻生区自然エネルギー施設見

学会では約 50名が来訪。寄付者

名板を確認される方があり、ま

た 3 号機はまだですかと私たち

への期待の質問もありました。 

 

 

おひさま 2号機見学対応：2 号機として川崎フロンターレに太陽熱温水器を設置してからもうすぐ 2年です。 

 

 



自然エネルギーであそぼう！ 
自然エネルギーとは、「自然」の恵みからつくるエネルギー。 

この日は 11団体のご協力によりさまざまなものが会場に集まり、 

子どもも大人も、間近に見たり触ったりして楽しく体験できました。 
 

１0 カ所のコーナーをめぐると参加賞がもらえるスタンプラリーもありました→ 

                                   （写真担当は、石川潤一、大槻哲史） 

 

☆おひさまのチカラを活用する☆ 
1．太陽光で電気をつくる    
      （川崎市新エネルギー振興協会） 

 
 
２．発電した電気でミニカーをうごかす  

（サン・ネィチャー・クラブ）  

 

 
３．発電した電気で水をきれいにする    
      （(株)トップウォーターシステムズ）  

 
 

４．太陽熱でお湯をわかす  

       （(社)ソーラーシステム振興協会） 

 
 
５．太陽の光を集めて料理する  

（ソーラークッキング友の会横浜ジャパン） 

 
 

☆風
かぜ

のチカラを活用する☆ 
６. 風で電気をつくる （太陽電音(株)） 

 



 

☆人
ひと

のチカラで電気
でんき

をつくる 
７．手でまわしてあかりをつける   

 （省エネグループ）  

  
 

８．足でこいで電気をためる （太陽電音）  

 
 

９．手でふってミニトレインをはしらせる 

（ソニー）   
     

１１.てんぷら油燃料で自動車を走らせる 
   （かわさき市民石けんプラントさぼん草） 

  
 

☆協力してくださった全員集合☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．かみしばい（環境紙芝居エコ座） 

 

    子ども夢パークでソーラークッキング 

「福島の子どもたちとともに」川崎市民の会主催のプチ保

養 in川崎が川崎市青少年の家を拠点に 1月 5日～9日の 

4泊 5日で実施されました。今回で５回目。1月 7日は、

てんぷら油燃料で走るバスに乗って14家族、47名の親子

が子ども夢パークに遊びにやってきました。おひさまプロ

ジェクトは、自然エネルギーであそぼうのフォロアップと

して子ども夢パークに貸出中のソーラークッカーを使っ

て祝島氏本農園のウインナー焼きを提供。たき火で焼いた

手作りパンに挟んで美味しそうにほうばっていました。 
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